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戦後俳句史nouveau 1945-2023
　　　　　　　  ――三協会統合論

筑紫磐井 著

第１部において「第二芸術」とその論の捉え直しを行
い、戦後俳句の三つの典型、「社会性俳句」「前衛俳句」
「心象伝統俳句」の基準とダイナミズムを詳らかに
提示。
第２部「戦後俳壇史」では、第１部を踏まえた俳壇の
流れを辿り、詠法の検証、新たな提言もおこなった。

四六判変型上製　382頁
定価：3,300円（本体3,000円 +税10％）
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著者略歴
筑紫磐井（つくし・ばんせい）
昭和 25 年１月、東京都に生まれる。
俳誌「沖」を経て、「豈」同人。現在、「豈」発行人。藤原書店「兜太 TOTA」編集長。
句集に『野干』（平成元年、東京四季出版）、『婆伽梵』（平成４年、弘栄堂書店）、『花鳥諷詠』（『筑紫磐井集』〈平成 15 年、邑書林〉に収録）、『我
が時代：2004-2013――筑紫磐井句集』（平成 26 年、実業公報社）。
評論集に『飯田龍太の彼方へ』（平成６年、深夜叢書社）（第９回俳人協会評論新人賞）、『標語誕生！――大衆を動かす力』（平成 18 年、
角川学芸出版）、『21 世紀俳句時評』（平成 25 年、東京四季出版）、『虚子は戦後俳句をどう読んだか』（平成 30 年、深夜叢書社）。
詩論に『定型詩学の原理――詩・歌・俳句はいかに生れたか』（平成 13 年、ふらんす堂）（正岡子規国際俳句賞特別賞、加藤郁乎賞）、『近代定
型の論理――標語、そして虚子の時代』（平成 16 年、豈の会）、『詩の起源』（平成 18 年、角川学芸出版）、『女帝たちの万葉集』（平成 22 年、
角川学芸出版）、『伝統の探求〈題詠文学論〉』（平成 24 年、ウエップ）（第 27 回俳人協会評論賞）、『戦後俳句の探求〈辞の詩学と詞の詩学〉』（平
成 27 年、ウエップ）他。共編著に『攝津幸彦全句集』（平成９年、沖積舎）、『現代一〇〇名句集』全一〇巻（平成 16 ～ 17 年、東京四季出版）、
『俳句教養講座』全三巻（平成 21 年、角川学芸出版）、『新撰 21』『超新撰 21』（平成 21・22 年、邑書林）、『相馬遷子――佐久の星』（平成 23 年、
邑書林）、『いま、兜太は』（平成 28 年、岩波書店）、『存在者金子兜太』（平成 29 年、藤原書店）、『林翔全句集』（令和５年、コールサック社）他。
現代俳句協会副会長　俳人協会評議員　日本伝統俳句協会会員　日本文藝家協会会員
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